
7-イ  の場s3● ウ`の6れハβへのsIコ相堪堵矢

日立ヤ呵 ジスキ%ニシ予 南耳子埓

zllf)属多LlS雅 蹴 リヾテ跡 羊摯
キヘ好

“

]笏♯瑠気の)先 77七カ ー

「―ド1幕 21′ 製琺としてよく用しヽシスらボ
′ドナーめ潔劇劉難ひにドナー静去膨畜[11[筒 ;、搬:『■βι′ β′夕ごあろ: S質 のヽみん卜拘詳日藉婢微で

｀
tそ

′ザ%り、1嗜み衡には ツ`戌
｀
才ηが生じ`7し とがギ瞬it困難レ1し ム kヽ゛ う

｀
l々に の反

糸Lムンカの1フ であらCraスS31んかし`あeaズ s rd 2゛ の力詢に孝皮彪|せてぉ2′

二枠t熱処り燿ィろこし|で よってSt薩碑日麟 さtろ うルを考ヤレノントが笑降|(て

'ヒ

ぞあり′Й孝見彦のよしヽす砿であろしレをイ権ヵヽのk。

ス.口末鰍サI場 の作理
ahハS~第 2鬼 すaえネネ曰図け回1の よ

うに存ろと稚たさねろ。ネ守′グθ
°
ι以下ご

‖次不ロボ格社し々 、ヽので′工嗜彿澪丈残119

夕′
°
ιメ千ノ髪印タタにlf′ θO°Cレズ千で可

能であろと考シら|ア (.

3.ズ城の労畝およグ%采 .

隼

`後

あ

lι

「

`]盛

、
Si・ 6核zS3″ 痺鴻を七
うl・ Cガ ら残で撤フ

1■口2の 絃たの試料セ′ρθθ′2gθ ′
ちヽキゲタ′θ・ιl■ お、ヽてノ～′θθ彎碑
処理しk。 基板形力を嗜/.ク xノ θ′7,ぉ ょり

い

ζ,知 ノ0ノ タ__3ざ ぁろ。

スそら燃It′ 仏″レ)夕植臼のイ玖tlコ 3にネす。

夕仏オ%含 )4さ のヽ銀 ノ知南7ι〆マ十tt口 ●(α )′ (♭ )にネ孝.

l-1薇 仏

―

加
→

S昨

1100

イクθο

夕οο

1300

了′00

1100

1000

9ο ο

ο          ξο          イοο

ιMs   tt。
2。 %銘ヌS3 

鮨2S3

囲1.QAs―齢2S3洋 2λ梁沐日回

ψ

　

やヽ

ヽ
　

ネ

島θス臓

′―身′/s基 薇

嬌風妥 孝ベイ4のオ碑と

〉硼あわ

|コ 3フタ密枷



--+- ?ooo c
+ Sboo c
--A-, goo o c

-_r_jooo c
--tt-- gEo.g

Soooc

摯α〔
ル
γ脚写

いザに
(♭ )

基板彦らヽζ,7χ ノθノ1シ疲
_3

〓ミ
甚
え

‐０

　

　

　

と

〓ミ

慕
ざ

0 6 to 76

s{ruo,Ye - Y llo|' il*lf u si ou ti wzo ( h,rv^ )
(4 )

ロタ ャ.密谷季さの拡散暉昴枚物性
に)募秋磁厖 /.々 χノ0ノ″ (レ )

|』 4か ら′補薇差劇船 キをィ及え
してドす~Sの み洵耀力`と1/A散た
なとを芽2あ ると回ζべ うに々 ろ.

拡散係教育イ(来の久和S柩夜の機
じ
′~夕もぅち夕lιイИズのもの11

五

`|:iZお

働滅多彦F協 〆
写

に́

3.繊封
お族4だ脇ル′ζθ・ιて

゛
け′姦

`詢

11

た相が生レみ。しぃ|す推定メロb](
|ス 1)を 多村嗜ろものぞ

｀
ある.奉

オ端丈薇|■ リノ 鋼 拷中
格t有 すろ力

｀
レ発線ダイオード

あヽよゲ G´浚4s発か
｀
ィ‐ ドを

吸1年 し′諸時力燃じ深14暑負。
孝た,本紘戒紘の「誠竹″群立L′

闊杉畝拡夜が孝月七た可能と%セ

られろ。 このま1・ つ、、でも要験
aC采莱脅|■ψ減が可能で'あ るこ
とを准裂しIt.

う考支榎

Cs‐ L7刈δをデ

o.8    0.9    1、 θ

l。
3/丁

 (OK~1)

7(°ι♪
900    800 7οο

ぷ

ユ152

ヽ
t
=
υ

 lσ
,3

d

≦

=
ヘ

-14

,0

Ｆ
な
。
）
ご
一奏
垣
Ｓ
ＳＯ
ｓ
ヾ
あ

‐
σ

　

　

　

　

　

　

　

　

‥
０

′・7

』ξ 滋 4ら,と み面顔

弊F%     `
:11「

・″ン績♂チ̀蹴IZ
-82


